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「無駄遣いせず貯金を」から「よく考えて使いなさい」へ 校長 柿崎 洋一 

 週明けからは師走、２学期も残りわずかとなります。振り返りますと小中合同音楽会、運動会、七小オリ

ンピック、青梅市音楽会等多くの行事がありました。地域行事も含め、保護者・地域の皆様にはたくさんの

ご協力をいただきました。ありがとうございました。 

さて、子供たちにとっての 12月は、学習のまとめの時期ではありますが、冬休みが近付くにつれ、クリ

スマスやお正月等楽しいイベントもあり、なんとなくそわそわする時期ではないでしょうか。その中で「お

年玉」について考える機会がありましたので、文章にしてみました。 

我が家では、すでに子供たちは独立していますが、親として子供たちに高校卒業までお年玉をあげていま

した。祖父母の意向もあって、おじいちゃん・おばあちゃんからは大学を卒業するまでとなっていました。

大学生の時、お年玉の使い方については本人に任せていましたが、振り返ると小学生から高校生までは「無

駄遣いせず、きちんと貯金しておきなさい。」と親が預かり、幼少の頃子供名義で作った通帳に入れていま

した。そのかいあって、社会人になるためのまとまった支度金くらいになり助かった記憶があります。それ

はそれでお金に関する「しつけ」ということで、間違ってはいなかったと思いますが、近頃は、どうもそれ

だけではいけないようです。ある記事を読んだときから「そんなふうに考えればよかったかな。」と思った

ことがありました。それは、「お年玉をもらうこの時期こそ、親子でお金のことを考えよう」というもので

した。『「お金はどこからくるのか」「おこづかいとは何か」「どうして大事に使わないといけないのか」等会

話の中で切り出して子供の答えを楽しみ、親の考えも伝える。お金の使い方や考え方は生活習慣なので、あ

る意味、親の生き方を伝えることでもある。』と書かれていて、金融・金銭教育なんて考えていなかったと

気恥ずかしい思いがしました。 

 もう一つ大事なこととして、「貯める」と同じように「使う」を体験させるということです。私のように

「貯金しておこうね。」と一方的に決めると、『「お金は貯めるためにあるもの」「お金を使うのはもったいな

い」という偏った考えをもち、上手に使うことができなくなってしまう。』とも記されていました。ですか

ら、「よく考えて使いなさい。」という声掛けが大切のようです。小学生は、お年玉によってふだんはそうな

い大金を手にするわけですが、「いくら貯めて、いくら使うのか」「使うならば、その使い道は」と親子で話

し合うことが勧められています。その体験が収入・予算・支出・貯蓄等の概念形成やそのトレーニングにな

ります。 

 学校教育の中でも、座学として、例えば小学校家庭科では、「お金の計画的な使い方や貯蓄の意味」、中学

校社会科では「金融のしくみや働き」、家庭科では「消費者の権利と責任」等学習がありますが、体験とな

ると心もとないです。最近はめっきり減りましたが、「遠足のおやつ３００円まで」とか「家庭科の調理実

習の材料をグループで買い出しね。」という体験活動は意味があったのだと改めて考えました。 

 お金についてはいまどきの新たな課題もあります。今はすっかり日常生活に定着した感のある電子マネー、

コロナ禍もあって、急速に普及し、小学生でも使う子供たちが増えています。お年玉を電子マネーでもらう

という子もいるかもしれません。電子マネーも私たち大人が働いて得たお金ですが、子供たちには見えない

お金であり、その特質をしっかり教え、上手に使えるようにしていく必要があります。キャッシュレスの時

代は、ともすれば、実感が希薄で、管理が曖昧にもなりがち。チャージ（入金）するにも銀行口座とつなが

っていることや、時には意図的に現金を使い、硬貨やお札を見る機会をつくり、消費する感覚も学ぶ必要が

あるかもしれません。 

 お金にまつわる社会状況も刻々と変化しています。お年玉やお小遣いをきっかけに、各家庭でもお金の大

切さや使い方について子供と一緒に考えてみてはいかがでしょうか。 

青梅七小 



１２月の予定 

～お知らせ～ 

体育館 LED設備工事について 

  青梅市の施策で、校舎内の LED 工事に引き続き、１２月より体育館 LED 工事が始まります。１２月中は、

その関係で体育館の使用ができません。体育の授業も、校庭のみでの実施となります。１月の展覧会の際に、

LED 照明のもと、児童の作品展示をお楽しみいただければと思います。 

アンケートへのご協力のお願い 

web で回答する形式のアンケートを配信中です。ご理解とご協力の程、よろしくお願いいたします。 

・学校の教育活動に対しての保護者アンケート・・・１２月 ４日（水）まで 

駅伝出場 

  １２月１日（日）に、奥多摩渓谷駅伝があります。七小からは、男女１チームずつがエントリー（男子チ

ーム：4年 1名、5年 2名、6年 2名 女子チーム：5年 1名、6年 4名 男女ともに補欠選手 1名含む）し、

出場します。１１月１０日より、本番に向けての自主練習を積み重ねています。温かいご声援をどうぞよろ

しくお願いいたします。 

宿谷家日記を解読する会 
 令和３年７月より２年間にわたって、宿谷家日記の解読に取り組み、１５０周年記念事業の一つとして、本

校が開校した明治６年分を製本という形で完成させましたが、青梅市文化財保護指導員の儘田菜つ美さんから

のご提案もあり、明治７年以降の宿谷家日記を読み解きながら、開校当時の小曽木地区の様子を読み解く取り

組みを継続中です。今月は、１２月１６日（月）に本校応接室にて会合を行います。 
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１ 日 × × 奥多摩渓谷駅伝（七小より、男女各１チームが出場予定）        

２ 月 M ◎ 避難訓練（総合）・救命救急入門講座⑤⑥ 委員会（動物授業有） 
体育館 LED工事始 

司書  AET 
５ ５ ５ ６ ６ ６ 

３ 火 朝 ◎ 児童朝会  ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

４ 水 × ◎ ★ 放課後学習  ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

５ 木 × ◎ 

午前特別時程  午後通常時程（下校時刻は通常時程の時刻）  

第六中学校授業参観・説明会⑥午後  書き初め授業③⑤ 

モアレ検査⑤午前  青梅市音楽会の演奏曲披露④⑤⑥昼休み 

司書 SC ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

６ 金 × ◎ ★   ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

７ 土 × ×         

８ 日 × ×         

９ 月 M ◎ 書き初め授業④⑥ 司書   ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

10 火 朝 ◎ 児童朝会  クラブ  ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

11 水 × ◎ ★ 放課後学習  うどん作り③④午前 ICT ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

12 木 集 ◎ 児童集会  マラソン大会   司書  SC ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

13 金 × ◎ ★ マラソン月間終 AET ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

14 土 × ×         

15 日 × ×         

16 月 安 ◎ 安全指導  社会科見学（国会）⑥  もちつき⑤ 宿谷家日記解読の会 ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

17 火 朝 ◎ 児童朝会  ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

18 水 × ◎ ★ 放課後学習  交流給食 ICT ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

19 木 M ◎ 全校遊び 司書  SC ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

20 金 読 ◎ 読み聞かせ  ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

21 土 × ×         

22 日 × ×         

23 月 M ◎   ４ ４ ５ ６ ６ ６ 

24 火 M ◎ 給食終  ４ ４ ５ ６ ６ ６ 

25 水 終 × ★ 午前授業 終業式 大掃除 司書  ICT ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

＊１２月２６日（木）～１月７日（火） 冬季休業日 

＊１２月２９日（金）～１月６日（月）までは学校閉庁日  ＊ただし、１月６日（月）は、学童保育はあります。 

1/8 水 始 × ★ 始業式  午前授業  ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

9 木 × × ★ 午前授業  ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

10 金 M ◎ 給食始  計測④⑤⑥  リーダー引継ぎ合同会議⑤⑥  委員会  ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

★の印は特別時程で、下校が３５分程早まります。SCの記号は、スクールカウンセラー、ICT は、ICT サポー

ター、AET は外国語授業の講師、司書は学校司書の来校日です。 


